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志木につらなる川の風景（31） 

新河岸川 笹井堰 （入間第二用水の取水堰） 

一級河川新河岸川の起点から上流につながっている入間第二用水（旧赤間

川）。コンクリート三面張りの水路を遡っていくと、川越市から狭山市に入り、

武蔵野台地崖線に沿って、その下の入間川の低地を南西から北東に向かって流

れている。狭山市の市街地を抜け、青梅から北東方向に流れてくる霞川の下を

伏せ越し（サイフォン）で抜けると入間市に入る。最後は入間川河川敷の運動

公園に面した小さな段丘の上を流れ笹井堰に到達する。堰堤の長さ約 220ｍ、

標高約 60ｍ。写真は右岸側から見たもので、写真の左側に取水口がある。左岸

側は狭山市で、別の用水（根堀用水）の取水口や魚道がある。（天田 眞） 

 

（天田 眞） 

写真：天田 眞 

 



エコシティ志木通信 2 第 103号・2021年 9月 1日 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大で志木市にも「まん延防

止等重点措置」が適用されたので、今年は最小限の人数

で対応とし、当日都合がつく理事４人が二組に分かれ、

新河岸川(いろは橋と宮戸橋)と柳瀬川(志木大橋と栄

橋)の４か所だけを調査し、荒川の秋ヶ瀬取水堰、こも

れびのこみちの湧水、郷士樋管排水路の３か所は省くこ

とになりました。 

小雨がぱらつく中、私と青木さんは宮戸橋から始めま

した。川の中央部で長いロープをつけたバケツを投げ入

れ、水を汲み上げ、その水でバケツや水を入れる容器を

共洗いします。気温や水温測定に加え、においや周辺の

ゴミの状況も観察します。いろは橋でも同様の作業で採

水した後、天田さん・本間さんの組と合流し、いろは橋

の下で検査作業を行いました。縦長の専用容器に水を入

れ透視度を測定するほか、専用試薬を使ってpH等５項

目の化学的検査を行いました。 

 

全国各地の河川での水質検査を、毎年同時に長年継続

的に実施していることを、エコシティ志木の活動で初め 

て知りました。地味ですが自然環境を守る重要な検査で

あり、今後とも続いてほしく、少しでも力になれたらと

思います。 

（畠 光男）

                                                      

２０21 年度の測定結果と考察   ６月６日（日）午前、4 名で実施      （天田 眞）  

● 調査地点（採水地点）：４か所 

新河岸川：いろは橋(柳瀬川合流前)・宮戸橋(同合流後) 

柳瀬川：志木大橋・栄橋 

（今年度は新型コロナ対策で活動休止中のため必要最

小限の新河岸川と柳瀬川の４カ所のみで行いました） 

● 測定方法：試水を1か所に集めて同時に測定 

● 測定項目 

気温・水温：採水地点で測定 

pH（水素イオン濃度）：0～14までの指数で、7が中性、

それより高いとアルカリ性、低いと酸性。 

EC（電気伝導度）：水中の無機イオンの量を電気的に測

定する。不純物が多いと数値が高い。 

COD（化学的酸素消費量）：酸化剤で有機物を酸化した時

に消費した酸素の量。数値が高いほど有機物が多い。

NH4-N（アンモニア性窒素）・NO2-N（亜硝酸性窒素）：窒

素を含んだ汚染源がアンモニアになり、これが水中で酸

化され亜硝酸に、さらに酸化されると硝酸になる。 

透視度：透明なパイプに測定水を満たし上から覗き込

み、中の十字指標を動かして見えなくなるまでの深さ。 

※pH、COD、NH4-N、NO2-Nはパックテスト 

■ 2021年の測定結果と過去５年間（2016～2020）の平均値 

測定項目 

 

採水地点 

水温 
℃ 

pH EC 
μS/cm 

COD 
mgO/L 

NH4-N  
mg/L 

NO2-N 
mg/L 

透視度 
cm 

21年 平均 21年 平均 21年 平均 21年 平均 21年 平均 21年 平均 21年 平均 

柳瀬川 
志木大橋 23.0 

23.6 
7.0 

7.0 
400 

329 
8 

6.6 
0.5 

0.65 
0.02 

0.23 
68 

89.8 
栄橋 23.0 7.0 400 6 0.2 0.02 59 

新河岸川いろは橋 20.0 20.1 7.0 7.1 320 298 2 4.0 0.5 0.38 0.02 0.09 35 43.8 

新河岸川 宮戸橋 22.0 22.0 7.0 7.1 360 314 4 5.6 0.2 0.44 0.02 0.24 54 61.6 

荒川秋ヶ瀬取水堰  21.6  7.8  191  3.6  0.26  0.02  41.1 

こもれびのこみち湧水  16.7  6.2  214  0.0  0.12  0.004  127 

東中央幹線  21.0  7.5  310  4.7  0.4  0.08  76.2 

※ 各測定項目の左欄に 2021年の値、右欄に過去５年間（2016～2020年）の平均値。柳瀬川は志木大橋・栄橋の平均とした。 

  空欄は今回測定無し 

身近な川の一斉調査 202１ 
６月６日（日）  

新河岸川水系身近な川の一斉調査  
身近な水環境の全国一斉調査  

 

［写真：青木 明雄］ 
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■主な測定項目の経年変化を新河岸川と柳瀬川で比較する 

  2000年～2001年の移動平均（新河岸川はいろは橋、柳瀬川は志木大橋と栄橋の平均） 
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柳瀬川は清瀬水再生センタ

ー（東京都の下水処理場）の

排水のために水温が高い。 
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だが、中間の 10年間ほどは柳

瀬川がわずかにアルカリ性。 
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新河岸川 柳瀬川
 

柳瀬川が 50μS/cm程高い。

両者とも 03年から 05年で 50

くらい下がったが、その後は

ほぼ変化なし。両者が連動し

たように変化するのは、測定

機器の問題かもしれない。 
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新河岸川 柳瀬川
 

新河岸川は 01年から 05年

で大きく下がり、その後は４

で安定。 

柳瀬川は14年まで下がり続

けたが、その後また上がった

りしている。清瀬水再生セン

ターの排水基準は８。 
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新河岸川 柳瀬川
 

武蔵野台地を流れる柳瀬川

は河床が砂礫で、透視度は高

い。 

荒川低地を流れる新河岸川

は流れが遅く、河床には微小

な堆積物が多く、こうした浮

遊物が透視度を悪くしている

と思われる。 
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新河岸川上流部のまとめ       天田 眞  
新河岸川を志木から上流に辿ってきましたが、

最上流の笹井堰まで行きつきましたので、志木か

ら上流の主な支川についてまとめておきます。（上

流側から） 

●新河岸川の上流につながる川 

入間第二用水（旧赤間川） 

●右岸側（武蔵野台地）から合流する川 

不老川、川越江川※、福岡江川※、砂川堀、富士

見江川 

●左岸側（荒川低地）から合流する川 

九十川※、南畑大排水※ 

（※印は樋管で合流する川） 

これらの内、本通信 91号の表紙写真で取り上げ

た砂川堀の合流点が最近の工事で大きく変化し、

昭和 2 年竣工の砂川樋管を含む 2 基の樋管が撤去

され、通常の合流点になりましたので写真で紹介

しておきます。 

一方、新河岸川に流入する支川とは逆に、新河岸 

川が増水したときに荒川に放流する施設が左岸側

の渋井水門です。本通信 93 号の表紙に写真が載っ

ていますが、ここではゲートを 1 門から 2 門へ増

設する工事が、年度末竣功に向けて進んでいます。

渋井水門は新河岸川放水路の起点で、その先は荒

川旧流路のびん沼川を利用したびん沼調節池を経

由し、南畑排水機場で荒川に放流します。 

次回からは志木より下流を取り上げます。 

新河岸川のあらまし（７） 
 

 

 

新旧２つの樋管が撤去された砂川堀合流点 

 

保存を望む声もあったが解体された砂川樋管 

 

新河岸川から見る渋井水門 

 

渋井水門から始まる新河岸川放水路 

 

荒川に排水する南畑排水機場 
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カヤネズミ原っぱの外来植物駆除             青木 明雄 

 今年のカヤネズミ原っぱの外来植物駆除も、８月

で終わりました。当初の計画としては、まだカヤも

オオブタクサも生えるか生えないかの時期の観察

から始めて、毎月２回の駆除作業を行う予定でした。

昨年駆除した領域で、さらに徹底的にオオブタクサ

の抜き取りを続けることで、オオブタクサの駆除を

確実なものにしたいと思っていました。更に奥の場

所へと抜き取りを行うことで駆除領域を広げたい

と考えていました。残念なことに、天候（雨）や新

型コロナによる緊急事態宣言・まん延防止等重点措

置等の発出により、活動を中止としたために、１０

回の予定の内、３回しかできませんでした。その内

の１回も小雨交じりの天気となったため、オオブタ

クサの抜き取り作業は行わず、観察だけにしました

ので、実際の駆除作業は、４月２７日（火）と６月

２２日（火）の２回だけとなってしまいました。    

殆ど駆除作業ができていないに等しい状況の為、駆

除済み領域だったところでのオオブタクサの成長

が進み、大量の種を落とす結果となってしまい、と

ても残念です。ここ数年は、８・９人程度の会員で

作業をしてきましたが、オオブタクサが伸びてきて

しまった５月下旬から月１回の作業で行ってきた

ため、春、草が芽吹く頃のカヤネズミ原っぱを見て

いません。残念なことに、知らないまま作業をして

きました。ここはカヤやオオブタクサが大きく伸び

る前に来てみると、いろいろな野草を観察すること

ができます。とてもいい原っぱです。今回は、雨の

中でしたが観察できてとてもよかったと思います。

昨年は、この原っぱで、いつも来ていたオオヨシキ

リを観察できませんでした。今年は、５月下旬から

６月にオオヨシキリの元気な声と飛び交う姿を複

数確認でき、昨年までの作業の成果が出てきたので

はないかと考えています。この時期は、まだオオブ

タクサよりカヤの方が多く見えて、オオブタクサが

大分なくなったように見えます。実際少なくなって

いるのですが、そのままだと、オオブタクサが大き

く育ち、群生地となってしまい、８月には、沢山の

花が咲き、黄色い花粉が飛び交い、沢山の実をこぼ

すことになってしまいます。今年は、終わりました。

来年もオオヨシキリが来てくれるだろうか？この

場所で、カヤネズミの巣をさがそうを行います。楽

しめる会場作りは、頑張りたいと思います。 
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今回は、志木ニュータウンのコースをご紹介し

ます。スタート地点は、サミット前の円形広場で

す。ここから志木ニュータウン内にある公園等の

緑地を回ります。ペアモール脇の道路を館近隣公

園に向かっていきます。途中から右に曲がって中

央の森３番街の遊歩道を歩きます。円形広場の左

側を通り館近隣公園に向かう遊歩道ですが、緑豊

かで、鳥やセミの声も聞こえ、トンボやチョウな

ども見ることができます。こ

の遊歩道抜けた館近隣公園

はニュータウンの中で１番

広く、市内の公園としてもい

ろは親水公園の次に広い公

園です。真ん中は、広い芝生

の広場となっていて、いろい

ろなイベントなどにも利用

されています。北側と西側に

こんもりとした丘があり、ト

ウネズミモチやエノキ・サク

ラ等があり、木陰のある遊歩道となっています。

外側にもいろいろな樹木が植えられ、紅葉も楽し

めます。北側

のあずま屋

から遊歩道

を通り、広場

奥の遊具コ

ーナーを抜

けて外に出

ます。館第２

児童公園は、

入口から桜

生
き
も
の
調
査
コ
ー
ス 

志
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
シ
テ
ィ
志
木
事
務
局
長 

 
 

青
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明
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自
然
を
訪
ね
て
！ 

 

 

  特集 市内の自然を訪ねて（１５） 

 

  

館近隣公園 

 

サクラがきれいな館第２児童公園 
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並木となっていて、真ん中にある円形広場の周り

にも桜が植えられています。ここは春に訪れるの

がお勧めです。次の志木市民体育館ですが、裏の

駐車場を囲んでいる高台部分が、草っ原となって

います。この後、体育館前の通りを進むと高いケ

ヤキ並木なっていて、間にも少し低い樹木がいろ

いろと植えられており、紅葉もきれいです。私の

気に入っている道の一つです。 

志木ニュータウンの端を左に曲がると、その先

左側に館第１児童公園があります。道路寄りに遊

具のある広場があり、周囲を背の高いケヤキやイ

ヌシデ・アカシデ・サクラ等が覆いかぶさるよう

に優しい木陰を作っています。広場の真ん中には

小さなコンクリートの築山があります。 

 次の福住児童公園は、今回のコースの中で一番

狭い公園で、７１０㎡しかありません。市内の児

童公園の中でも小さい公園です。志木第４小学校

の区画の隅を細長く切り出したような形になって

います。また、道路側には、背の高いイチョウと

メタセコイヤがに植えられています。公園の真ん

中にも大きなケヤキがあり、鉄棒などの遊具のあ

る部分と仕切られたようになっています。ここま

での公園とは、ちょっと違った雰囲気となってい

ます。小学校との間には、背の高い木は植えられ

ていません。広い校庭をうまく利用して広めに見

える空間を確保しています。 

 次の館第３児童公園までは、小中学校と幸町の

戸建て住宅との間の真っすぐな道路を３５０ｍ程

進んでいきます。小中学校は、少し盛り土されて

いて、道路よりも高くなっています。福住児童公

園から３５０ｍ程真っすぐな道を進んだ突き当り

が館第３児童公園です。ここは、いつも手入れし

ている西原ふれあい第三公園のすぐ近くにありま

す。入口付近には大きなケヤキがあり、奥には芝

生が張られた築山があります。この芝生の中に、

ネジバナが咲いていました。この公園の先から東

の森１番街の円形広場へ続く遊歩道があり、更

に、緩やかにくねりながらマロニエ通りへと抜け

ています。 

 最後は、マロニエ通りの柳瀬川図書館の隣にあ

る館第４児童公園です。コナラやクマシデ・アカ

シデ等の樹木が、遊具のある広場をぐるりと囲ん

でいます。秋には沢山の実が木の下に落ちていま

す。このコースは、公園を中心に回ってきていま

すが、志木ニュータウン内の各街区内にある広場

の周辺と遊歩道は、緑にあふれており、ちょっと

した林の中を歩いているような気分が味わえま

す。これらの遊歩道では、いろいろな生きものに

も出会えます。 

  
南の森１番街と新座団地の間の通り 

  
館第１児童公園 

  
福住児童公園 

  
館第３児童公園 
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志木の生きもの調査 

〜7月12日 志木ニュータウン〜  参加者: ６名 

庭野 惠子  
6月の新河岸川左岸周辺調査と8月の西原ふれあ

い第三公園の調査は、新型コロナまん防法対象地

域指定や、緊急事態宣言期間中のため中止、唯一

7月12日の調査を、合間を縫って行うことができ

ました。 

 サミット前円形広場に集合、館近隣公園、館第

二児童公園、志木市民体育館駐車場、館第一児童

公園、福住児童公園、館第三児童公園と、いつも

の径路を巡りました。 

 今回の調査では、タイミングよくホルトノキの

花を見ることができました。穂状に咲く白い小さ

な釣鐘型の花の花弁の先は糸状に裂けています。

珍しいので、その時期にはわざわざ観に来ると言

う方がいれば、初めて見たと言うニュータウン住

民メンバーの方もいて、和やかな観察会が始まり

ました。 

因みに、ホルトノキは、「ポルトガルの木」の意

で、実がポルトガル(ホルト)から来たオリーブに

似ており、平賀源内が混同して名付けたのではな

いかとされます。実際は、日本の在来種で、モガ

シなどと呼ばれるようです。また、ネムノキがあ

ることにも気付きました。残念ながら、何度かの

雷雨で、花は散り落ちていましたが、こちらも来

年の花時が楽しみになりました。 

 7月だからこそ見ることのできる樹木の若い果

実をいろいろ観察できました。 

シラカシやクヌギのまだ小さいどんぐり、マテバ

シイの去年の果実と今年の幼果穂、まだ2-3セン

チのボケの果実、コブシ、ヤマボウシ、サンゴジ

ュの果実などです。 まだ緑色のクマシデの太い

円柱状の果穂はインパクトがありました。その

後、イヌシデの果穂を見て、名前の絶妙さに感心

してしまいました。 

落ちていたケヤキの枝先にもすでに緑の小さな果

実がついていました。 

 チョウを見ては「ジャコウアゲハのオス」、

「ツマグロヒョウモンのオス」と、また、鳴き声

を聞いては「ニイニイゼミ」、「ミンミンゼ

ミ」、「カワラヒワ」と、あるいは、見つけたセ

ミの抜殻を「アブラゼミのオス」という具合に、

心強いスペシャリスト達が同定して下さいまし

た。 高いところで、テリトリーを見回るかのよ

うに悠然と飛ぶオニヤンマ、池のようになった公

園の水溜りの近くのシオカラトンボ、じっと止ま

っている腹部先端が白いシオヤアブなども観察で

きました。 

 当NPO発行の「志木 生きもの図鑑」は、観察

中の助けとなるのはもちろんですが、終わった後

で、何気なくめくるのもまた楽しみのひとつで

す。 

 

ミンミンゼミ   ［写真：青木 明雄］ 

 

 

ホルトノキの花  ［写真：青木 明雄］ 

 

［写真：青木 明雄］ 
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会員紹介 畠 光男さん
 

退職して１年が経過した頃、アクティブシニア等

の活動を支援する志木市のイベントに参加したのが、

エコシティ志木を知るきっかけとなりました。志木

市に住んで３５年、人生の半分近くになりますが、

その大半は自宅と職場の往復でした。街のことをあ

まり知らず、知り合いも少ないまま余生を過ごすの

は忍びなく、体力があるうちに何かボランティアを

と選んだのが公園整備の活動でした。しかしながら

入会してみると長年に亘り幅広く自然保護活動を行

ってきた団体で、動植物や自然環境についての知見

が豊かな人が多く、この歳になって大いに刺激を受

けています。 私は自然環境には恵まれた北陸の出

身ですが、その頃はありがたみを感じずに過ごして

いました。 

 信託銀行で２８年近く勤務した後はメーカーで約

１６年、今は年金生活と平凡な人生を過ごしていま

すが、同期入行した仲間との付き合いが大きな楽し

みです。多くが第二の職場に移った頃から、毎月定

期的に飲み会で集まり、更には毎年国内旅行を楽し

むようになりました。最近では岩手県に行き、念願

のわんこそばにも挑戦

しました。高齢者の集

まりですが誰もが食欲

旺盛で、私も１０１杯

平らげ証明書を頂きま

した。同じ釜の飯を食

った気の置けない仲間

との濃密な付き合い

も、コロナ禍で全

く出来なくなっ

てしまいました。

以前のように多

人数で集まり、酒

を飲みながら楽

しい時間を過ご

すことが出来る

ように早くなって

ほ し い と 願 う

日々です。 

 

① ヒゲナガカメムシ[天田 眞] 
5月 26日西原斜面林 

② オオキンケイギクの大群落(特定外来生物） 
5月 31日市民体育館裏の駐車場[天田 眞] 

③ オオミズアオ [畠 光男] 
   6月 1日こもれびのこみち 
④ 街路樹のケヤキ枯死木の虫食い跡[天田 眞] 

6月 9日市民体育館通りの新座側の街路樹 
⑤ ヒバカリの死骸[天田 眞] 

6月 12日西原斜面林 
⑥ ヒメアカタテハ［庭野 惠子］ 

6月 25日新座市東北 
⑦ キツネノカミソリ［青木 明雄］ 

7月 18日こもれびのこみち斜面林 
⑧ シロテンハナムグリ[畠 光男] 

7月 25日志木ニュータウン 
⑨ ヒルガオ［庭野 惠子］ 

7月 30日幸町 
➉ マツヨイグサ［庭野 惠子］ 

7月 30日幸町 
⑪ タマムシ[細田 和子] 

7月 31日田子山富士 
⑫ クロアゲハ幼虫［庭野 惠子］ 

8月 3日柏町 
⑬ ツマグロヒョウモン(雌)［庭野 惠子］ 

8月 3日柏町 
⑭ カラスウリの花[畠 光男] 

8月 5日西原ふれあい第三公園 
⑮ キレハノブドウの実［庭野 惠子］ 

8月 9日柏町 
 

 

 

 

 

①  

 

② 

 

③ 

 

④  

 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ ⑧ 

 

⑨ 

 

⑬ 

  

⑭ 
⑮ 

  
⑫ 

 

➉ 
⑪ 
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☆会員状況 

 

２０２１年更新済（８月１８日現在） 

正会員（個人） ４１ 

正会員（団体）  ２ 

賛助会員     ２ 

 
 

★本会の財政基盤は、会員の方の年会費が

頼りです。 

★２０２１年度の年会費は、郵便振替（振

替番号 00510-4-13225）にて納入をお願い

します。 

 

■当会の団体正会員 

志木おやこ劇場 

生活クラブ生協志木支部 

むさし証券株式会社 

 

■当会の団体賛助会員 

慶應義塾志木高等学校 

 

■当会が参加している団体 

ネットワーク 

 登録制度、及び協力団体 

志木おやこ劇場 

いろは遊学館利用者の会 

志木市コミュニティー協議会 

志木市社会福祉協議会 

認定 NPO 法人さいたま NPO センター 

柳瀬川流域ネットワーク 

新河岸川水系水環境連絡会 

新河岸川流域川づくり連絡会 

彩の国南西部地域ＮＰＯ連絡会 

川の国応援団 

埼玉県生物多様性保全活動団体登録 

彩の国みどりのサポーターズクラブ 

志木市公園美化活動会 

志木市教育サポートセンター 

市内小中学校 

 

ご連絡他 

事務局長兼広報部長 

青木 明雄 

１．緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置期間中の対応 

 エコシティ志木としては、「緊急事態宣言」及び「ま

ん延防止等重点措置」が発出されている期間でのイベ

ントは、全て中止としております。発出期間が延長さ

れた場合におきましても、同様の扱いとなりますので、

よろしくお願いします。参加につきましては、感染防

止等の注意事項を良く確認の上、参加してください。 

２．既に、HPアップデートニュースにてご連絡済です

が、通信に連載中のシリーズものを、ＨＰで見やすく

しました。 

                 

 

 

 

先ずメニュー画

面のエコシティ

志木をクリック

すると、著作権

に関する画面が

表示されます。 

著作権について

は、同意するを

クリックすると

右側のフレーム

に通信のバック

ナンバーが出ま

す。このフレー

ムにシリーズを

追加しました。 

HPでは、全てカ

ラーで見れます

ので、ご利用く

ださい。 

HPの機能追加・

記事の掲載等

は、ＨＰアップ

デートニュース

でご連絡してい

ます。 

 



 

エコシティ志木通信 １１ 第 103号・2021年 9月 1日 

 

河川には所々に、堤防を貫通して雨水を排水す

る設備（一般的には樋管と呼ばれる）があります。

大体がコンクリートの本体に鉄製の扉を備え、常

時は自然勾配で排水し、河川水位が上がると扉を

閉め逆流を防ぎます。 

宗岡の惣囲堤（江戸時代の旧堤防）には、明治 30

年ころに木造から石造や煉瓦造に改築されたもの

の内、４基が残っていました。 

そのうち総合福祉センター裏の『大小合併門樋』

（明治 31年／煉瓦造）が 254バイパス予定地にか

かり現地保存が不可能とのことで、当会では昨年

９月に見学会を実施しました。 

市では文化財保護審議会の答申に従い、煉瓦構

造物を分割解体し、将来別の場所で復元する方針

で、本年７月に解体作業が行われ、現在は総合福

祉センター駐車場の一角に保管されています。（解

体工事は埼玉県が実施） 

また、こうした樋門は、宗岡を囲む惣囲堤と共

に治水の歴史に関わる貴重な遺産ですが、このう

ち宗岡二中に接する『篭嶌門樋』（明治 28 年／石

造）と宗岡四小入口にある『北美圦樋』（明治 32年

／煉瓦造）が、本年３月に志木市指定文化財とし

て指定されました。 

このうち篭嶌門樋については、本来観音開き扉

が付き、名称が彫り込まれていた面に、鉄製の上

下式ゲートが付けられていますが、これについて

は、現在は治水上の必要性はなくなっているよう

なので、撤去して本来の姿に戻してほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大小合併門樋の川表側（昨年の見学会） 

 
北美圦樋の川表側 

 

篭嶌門樋の川表側に付けられた上下式ゲート 

 

篭嶌門樋の観音開きの扉  画：高橋長次 

（郷土の地名/志木市史調査報告書より） 

      明治期の樋門の保存と文化財指定   天田 眞 

 

分割解体され保管中の大小合併門樋 



 
巨 樹 と の 出 会 い 

《 ２ 》 志木市の巨樹たち・・その８ 
本間 敏文 

 
志木市内の巨樹との出会いシリーズも８回を迎

えることとなり、今回で最後とします。 

 志木と言えば、「長勝院旗桜」、ご存じとは思いま

すが、やはり見に行きましょう。 

 柏町３丁目の長勝院跡にある桜の古木ですが、

樹齢４００年といわれ、幹回りは３ｍ強あり、一部

枯損、空洞等ありますが、毎年元気に花を咲かせて

います。開花時期はソメイヨシノと比べると 

１週間ほど遅いです。 

 この桜は山桜の変種で、花は大型で花弁は円形

に近く、白色ですが、中には先端が淡い紅紫色にな

ります。 

 

 

桜の花は、ふつうは花びらが５枚です。しか

し、旗桜はその５枚のほかに、花びらのような

パーツを持つ花をつけます。 実はこれは花び

らではなく、雄しべが変形したもので、「旗弁」

と呼ばれており、旗を立てているように見える

ことからハタザクラと呼ばれるようになりま

した。また、全部の花に付くわけではなく、一

部の花にしか付きません。 

 さて、冒頭で言いましたように、これで志木

の巨樹巡りは終了とさせて頂き、次回からは、

都内の主だった巨樹たちを訪れてみようかと

思っております。 

 

    

    

 

 

 

第１０3号 ２０２１年９月１日 
月１日 

 

  

◇今回も新型コロナの影響でイベント

の回数が減ってしまいましたので、個

別イベントの様子を伝える記事は減っ

てしまいましたが、その分これまでと

少し違った記事になったのではないか

と思います。また、ＨＰの充実も図っ

て行ければと思います。（青木 明雄） 

【長勝院旗桜の花弁と旗弁】 【長勝院旗桜】 


